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地
域
振
興
券
の
お
し
ら
せ

医
療
費
は
今

ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

8

と
ま
り
雪
笑
顔
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

O

町
県
民
税
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申
告

1

ふ
く
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窓
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ら
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ま
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美
術

一平成II年成人式一
2 

⑨ 広報あさひは資源保誕のため湾生紙を使用しています

4 6 20 18 13 12 



し

最
道
、
新
聞
や
テ
レ
ヒ
で

「
地
織
据
開
揖
ど
と
い
う

言
葉
を
E
巴
す
る
け
と
、

と
う
い
う
宅
の
な
の
つ・

のお

「
地
域
指
関
券
」
は
、
国

の
緊
急
経
清
対
策
と
し
て

実
施
す
る
宅
の
で
、
町
ガ

発
行
し
、
町
内
の
商
店
筈

で
お
金
の
代
わ
り
巴
使
え

る
商
品
券
の
よ
う
な
宅
の

吃
定
、
受
信
さ
れ
る
人
や

使
用
方
活
な
と
巴
は
、
次
の

よ
う
な
凡
l
凡
が
あ
る
九
定
。

Q
ど
う
し
た
ら
も
ら
え
る
の
？

2
月
の
中
旬
に
交
付
対
象
者
に

2
．
各
種
年
金
・
手
当
を
受
け
て
い

は
、
次
の
案
内
を
発
送
し
ま
す
。

る

方

や
は
W

歳
以
上
で
、
地
域
振
興

1

日
歳
以
下
の
児
童
の
い
る
世
券
の
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に

帯
主
の
方
に
は
、
地
域
振
興
券
引
換
は
、
該
当
す
る
旨
の
通
知
替
を
送
り
、

申
請
蓄
を
送
り
ま
す
の
で
、
そ
の
・申

3
月
1
日
側
に
町
職
員
が
自
宅
へ
伺

諮
替
を
3
月
1
日
側
以
降
に
役
場
へ
い
、
手
続
き
の
上
お
渡
し
し
ま
す
。

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

地域振興券の申請・交付手続き

Q
地
域
猿
興
券
3
で
な
に
？

地
域
振
興
券
は
町
が
発
行
し
、
町

内
の
尚
店
等
で
お
金
の
代
わ
り
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
商
品
券
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

た
だ
し
、
地
域
振
興
券
は
交
付
を

受
け
た
本
人
ま
た
は
そ
の
代
理
人

・

使
者
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
地
域
披
県
券
を
売
買
し
た

り
、
他
人
に
譲
り
渡
し
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Q
ど
ん
な
人
が
も
ら
え
る
の
？

平
成
H
年
l
月
1
日
（
基
準
日
）
に

お
い
て
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

1
．
日
放
以
下

（昭
和
問
年
1
月

2
日
以
降
生
ま
れ
）
の
児
滋
が
い
る

家
雄①

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
て
基
準
円
に
お
け
る
年
齢
が

日
歳
以
下
の
児
童
の
い
る
世

帯
の
柑
帯
主

②
外
国
人
登
録
原
川
市
に
登
録
さ
れ

て
い
る
在
留
の
資
格
が
永
住
者

ま
た
は
特
別
永
住
者
で
、
基
準

日
に
お
け
る
年
齢
が
何
歳
以
下

の
児
童
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

2
．
各
種
年
金

・
手
当
な
ど
を
受
け

て
い
る
方
（
平
成
叩
年
度
の
臨
時
稲

祉
給
付
金
の
対
象
者
な
ど
や
社
会
福

祉
施
設
の
入
所
者
な
ど
）

3
．
平
成
叩
年
度
分
の
町
民
税
（
所

得
制
）
非
課
税
の
年
齢
釘
歳
以
上
（
昭

和
9
年
1
月
1
日
以
前
生
ま
れ
）
の

方
で
、
常
時
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
方
（
平
成
叩
年
度
の
臨
時
介
護
制

後
金
の
対
象
者
な
ど
）

た
だ
し
、
そ
の
方
が
他
の
方
の
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
護
親
族
に

該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
他
の
方
も

平
成
叩
年
度
分
の
町
民
税
（
所
得
制
）

非
課
税
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

4
．
w
T
成
叩
年
度
分
の
町
民
税
非

課
税
の
年
齢
的
歳
以
上
（
昭
和
9
年

1
月
1
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方
（
平
成

印
年
度
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
対

象
者
な
ど
）

た
だ
し
、
そ
の
方
が
他
の
者
の
佳

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
謹
親
族
に

該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
他
の
方
も

平
成
叩
年
度
分
の
町
民
税
非
課
税

の
場
合
に
限
り
ま
す
。

Q
ど
ご
で
健
え
る
の
？

町
へ
地
域
振
興
券
を
取
り
扱
う
特
き
の
対
価
の
支
払
い

定
事
業
者
と
し
て
登
録
を
し
、
店
舗
①
電
気
料
金
、
ガ
ス
料
金
、

N
H

に
町
が
交
付
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲

K
受
信
料
な
ど
の
公
共
サ
l
ビ

示
し
て
い
る
店
で
、
使
う
乙
と
が
で
ス
に
準
じ
る
も
の

き
ま
す
。

②

出

資

、
有
価
証
券
の
購
入
、
借

た
だ
し
、
次
の
取
り
引
き
に
つ
い
金
の
支
払
い
な
ど
消
費
に
当
た

で
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

ら

な
い
も
の

l
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
③
商
品
券
、プ
リ
ペ
イ
ド
カ
l
ド、

払
い
（
税
金
の
支
払
い
、
公
共
施
設
宝
く
じ
、
官
製
は
が
き
、
切
手

の
使
用
料
な
ど
。
た
だ
し
、
病
院
事
な
ど
換
金
性
が
あ
り
、
ま
た
は

撲
の
支
払
い
は
対
象
と
し
ま
す
。
）

広

域

的

に

流

通

し

得
る
も
の
の

2
、
次
の
も
の
に
該
当
す
る
取
り
引
購
入

地
域
振
興
券
に
よ
る
購
買

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供

刻寸対象者

Q
破
損
ouた
地
域
鍍
奥
畿
は

健
周
で
き
る
の
？

破
損
の
程
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ど
く
特
定
事
業
者
に
受
取
り
を
拒
否

セ
ロ
ハ
ン
テ
l
プ
な
ど
に
よ
り
補
修
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
地
域
振
興
券
に

し
た
も
の
は
、
原
則
と
し
て
使
用
で
つ
い
て
は
、
そ
の
所
持
者
は
役
場
に

き

ま

す

。

持

参

し

、

再

発

行

の

手

続

き

を

申

請

な
お
、
破
損
や
汚
れ
の
程
度
が
ひ
し
て
く
だ
さ
い
。

・調E

左
上
の
l
に
該
当
す
る
家
庭
の
惜

借
主
に
は
、
日
歳
以
下
で
あ
る
児

慈
の
数
×

2
万
円
の
地
域
振
興
券
を

交
付
し
ま
す
。

左
上
の
2
1
4
に
該
当
す
る
対
象

者
の
方
に
は
、

2
万
円
の
地
域
版
興

券
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
地
域
賑
興
券
の
1
枚
の
額

面
は
l
，
O
O
O円
で
、
換
金
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
つ
り
は
支
払

わ
れ
ま
せ
ん
。

Q
い
〈
ら

も
ら
え
る
の
？

Q
い
つ
か
ら

健
一え
る
の
？

平成れ年3月1日開から8

月引日ωまでの6か月間に限
り使えます。

地域振興券は短期的な地域経

済振興策のため、使用期聞を6

か月間に限定されています。

なお、使用期限を過ぎると、

地域振興券の効力は失われ、た

だの紙くず同然になってしまい

ます。交付を受けた方は8一月

引日までに使いきりましょう。

CQ2 気 せなて地

き害々 2は華億翠
廿な す原興券ど 鑓t S至
ていの則 うに
くよでとの あ
だう 、し繁な
さに再て っ た
む；富れるた審

に はの議働揚曾
草沢喜； ~ や

［地域振興券についての問い合わせ先｝

地域振興券の申請や交付については

総務課（n役場内線 213）へ。

地域振興券を取り扱う特定事業者については

商工観光課（n役場内線 152）へ。

臨調’



は

近
年
の
少
子
・
高
齢
化
や
高
度
医
療
の
進
展
に
と
も
な
い
、

毎
年
、
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
朝
日
町
の
国
民
健
康
保
険
と
老
人
保
健
医
療
の
現

状
を
紹
介
し
ま
す
。

国
保
の
加
入
状
況

例
日
川
の
川
氏
帥
階
以
保
険
（
川
保
）

の
川
人
状
況
は
、
同
年
の
ロ
川
l

町の国保被保険者割合の推移

．．一般 Eコ老人 [BJ選総書
人

4500 •· . 
4000.・

3500’－ 

3000 ... 

2500.・・・

2000 • ··ー

1500 •·· 
1000 

老
人
保
健
制
度
と
は

一

刊
歳
以
上
（

一
定
の
障
害
の
あ
る

方
は
町
蹴
以
上
）
に
な
る
と
、
「
老
人

保
健
」
と
い
う
制
度
で
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
医
療
機
関
を
利
用
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
が
ち
な
お
年
寄
り

の
た
め
に
、
川
内
や
県
、
町
、
健
牒
保

険
組
合
な
ど
が
、
医
的
資
を
肩
代
わ

り
し
て
く
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

万円

77.0 

制．．．．．．．．．．． 

一
町の年間老人医療費

2,899入

ヒコ総医療費 2 812入 ，f ’．
． －受給者数 ． 
・－1人当りの医療費 2.7私人，－----

2,613人 ”’ 21憧6,874万円
... -- 20信8,838万円

2,518人J ”’ 20量三~7－万円
20億卜 ．’ 18億3,381万円

17偉4,839万円

211.意

H
現
紅
で
、
加
人
情
仰
が
2
，
4
7

4
惜
し
併
（
町
全
体
の

4
・
2
いれ
）。
被

保
険
お
（
加
人
μ
刊
）
数
は
4
、
6
4
l

人
（
全
人
川
の
幻

・
6
V
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

9年度

増
え
続
け
る
医
療
費

8 

川明
日
川
川
保
の
一平
成
9
作
度
の

人
中
1
た
り
の
以
抑
仰
は
は
4
6
5，
2

4
7
円
で
、
こ
れ
は
川
町
内
お
市
町
村

の
巾
で
4
番
Hμ
高
い
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

．平成
9
年
度
の
l
年
聞
を
通
し
て

蛇
わ
れ
た
医
療
沈
総
領
は
、
川
μ
似

8
．
0
0
0万
円
で
し
た
。
（
ー
か
川

平
均
l
必
8
，1
6
6万
円
）

凶
保
は
、
加
入
者
の
庁
が
お
侠
者

さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
に
、
医
療
費

の
3
訓
を
本
人
が
支
払
い
、
残
り
の

7 6 5 

ー
人
あ
た
り
の

医
療
費
は
約
万
万
円

左
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
昨
年
度
朝
日
町
で
は
、
総
額

76.0 

-・ 75.0 

74.0 

73.0 

72.0 

71.0 

70.0 

75.0万円15億

10億

5億

。

ア
割
に
つ
い
て
町
の
同
民
拠
出
保
険

が
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
医
療
従
総

制
か
ら
凶
等
の
負
判
分
を
だ
し
引
い

た
朝
川
町
同
似
の
立
払
簡
は
、

9
位

6
，2
0
0．力
内
に
も
な
り
ま
し
た
。

5
年
前
の
平
成
4
作
伎
の
支
払
簡

が
8
億

8
，4
0
0万
円
で
す
か
ら
、

5
年
間
で
ね
れ
も
伸
び
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
高
い
原
因

①
主
人
の
加
入
制
作
が
高
い

平
成
9
年
度
で
見
る
と
、
被
保
険

者
の
う
ち
、

l
，
7
6
9人
（
令
被
保

険
持
の
お

・
l

M
H
）
が
市
政
以
上
の

老
人
で
す
。

5
年
前
の
平
成
4
年
度
の
加
入
率

が
お

・
5
計
で
す
か
ら
、

5
年
間
で

大
幅
に
噌
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
凶
保
に
加
入
す
る

町の老人医療受給者の病気種類別割合

9年度

で
幻
偲
6
，
8
7
4
万
円
の
老
人
阪

減
資
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

l
人
当
た
り
で
は
刊
万
8
2
0
0

一

O
円
で
、
県
内
の
市
町
村
の
中
で
も

園

高
額
な
医
療
技
と
な
っ
て
い
ま
す
。

官

医
療
費
が
地
え
て
い
る
要
因
と
し

閣

て
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢
性
の

闇

病
気
が
多
く
、
受
診
率
も
高
い
こ
と
、

間

入
院
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
ゃ
す
い

品

こ
と
な
ど
が
学
げ
ら
れ
ま
す
。

a

布
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
と
お
り
、
高

齢
者
に
は
循
蹴
閥
系
の
疾
忠
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

循
環
器
系
の
疾
忠
と
い
う
の
は
白

血
圧

・
同
脂
血
抗

・
動
脈
硬
化
な

ど
、
印
刷
管
の
興
常
が
も
と
で
起
こ
る

病
気
の
こ
と
で
、
脳
卒
中
・
心
臓
病

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
若
い
う
ち
か
ら
健

康
管
理
を
心
が
け
、
病
気
の
皐
期
発

見
や
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
に
従
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

8 7 6 H5 
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国保1人当たりの医療費の推移

一一一 全国

老
人
保
健
医
療
費
＠
現
状

た
だ
し
、
老
人
保
健
の
対
象
と
な

っ
て
も
、
今
ま
で
の
医
療
保
険
の
加

入
者
と
し
て
の
資
格
は
そ
の
ま
ま
で

す
。
例
え
ば
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お

り
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

万円
50 ・・

45 

話
人
が
明
え
る

一
方、

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

②
恵
ま
れ
た
医
療
環
境

山
I

町
は
入
門
に
比
べ
て
医
療
機
関

の
数
が
多
く
、
交
必
ず
る
機
会
が
多

い
こ
と
が
学
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
9
年
度
の
l
人
当
た
り
の
受

診
口
は
叫

・

ω日
で
、
県
内
で

3

孫
自
に
多
い
け
数
で
し
た
。

③
医
学
や
院
療
技
術
の
進
歩

ル
打
者
の
川
人

ご
と
に
か
か
っ
た
医
械
費
を
、
毎
川

医
療
費
通
知
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
1
か
月
に
家
放
で
ど
れ
だ
け
医

療
費
が
か
か
っ
た
か
、
確
か
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
こ
と
は
、

①
ま
？
健
康
づ

く
り
で
す
。一同
什
の
武
生
日
や
巡
動

に
試
を
配
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が、

日
ご
ろ
の
’
什
分
の
他
山
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
年
に
．
出
は
位
以
ぷ
断
を

交
け
、
川
片
山
川
を
感
じ
た
ら
い
め
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

川
の
州
民
健
康
保
険
で
は
、

一
日

成
人
耐
ド
ッ
ク
の
助
成
等
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
杭
械
的
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

次
に
、
②
た
く
さ
ん
の
お
医
者
さ日~ %之、

336;102・丹 －

316,909円

8 7 

299 169円
＿.＿岬ー一279,82≪f円

6 5 

251・・ 

4 

40 

30・....

35 

20 

当
川
に
限
っ
た
原
附
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
近
年
の
医
学
の
急
速
な
進

歩
に
よ
り
、
高
度
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
反
両
、
向
舶
な
阪
川
町
買
が
か
か
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
を

前
川
の
凶
民
健
康
保
険
で
は
、
性
格

ん
に
か
か
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

病
気
が
良
く
な
ら
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
同
じ
病
気
で
お
院
者
さ
ん
を

転
々
と
変
え
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

同
じ
倹
査
や
処
置
を
何
度
も
繰
り
返

す
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
同
じ
効
き

nの
山
梨
を
何
附
州
知
も
・
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
以
附
引
が
か
さ
む
だ
け

で
な
く
、
集
に
よ
っ
て
は
、
川
叫
に

飲
む
と
訓
作
川
が
で
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
州
立
が
必
裂
で
す
。

そ
し
て
、
③
か
か
り
つ
け
匿
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

一
川
相
の
で
き
る
か
か
り
つ
け
似
を

持
つ
と、

普
段
の
病
気
や
体
質
を
把

掘
し
て
も
ら
え
る
た
め
、
適
切
な
治

療
効
果
を
上
げ
る
ζ

と
が
で
き
ま

す
。国

民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
向
上

で
助
け
合
っ
て
い
く
保
険
制
度
で
す

か
ら
、

一
人
ひ
と
り
が
医
僚
賀
の
節

約
に
心
が
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
保

険
税
の
無
駄
遣
い
の
防
止
と
、
ご
向

分
の
健
康
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
認

識
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
や
老
人
保

健
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
健
康
福
祉
課
医
療
保

険
係
（
包
役
場
内
線
1
4
5）

ま
で
。

園調’
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恕かまたち
あさひ短致会

地
区
の
歴
史
、
風
俗
を
次
世
代
に

を冊
発 7-
刊，；；：，

:er帽

の
ま
ち

水
島
捨
男
さん

（脱

・
引
成
）

『呪
地
区
の
歴
史
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
と
、
こ
の
以

－・司附・－. 

沢
田
周
佑
くん

平
柳

一
区
の
沢
田
宏
挙
・

万
則
一
ノ
ず
さ
ん
夫
安
の
長
男

（平
成
8
年
9
刀
5
H先
）

九〈
宗さ小 里：
高ん 在 意’I
Q 夫池 椛"!I ~
Z 裂 の 置し
苔の九 百五や
丹長盟 主
f 女孝 吾~

官迫田
生討や
） 長 ん

岐
に
伝
わ
る
文
化
を
何
ら
か
の
形
で
残

し
、
次
の
陀
代
に
受
け
継
い
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
刷
い
か
ら
作
り
ま
し
た
」

水
山
さ
ん
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
お
年

寄
り
が
請
し
て
く
れ
る
請
が
M
き
で
、
歴

史
や
伝
説
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
会
祉

を
退
輸
し
た
後
、
こ
れ
ま
で
聞
い
て
き
た

話
を
文
献
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
な
ど
、
独

学
で
境
地
区
の
惟
史
や
風
俗
を
剥
べ
て
き

ま
し
た
。

「
県
境
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
境
に
は

関
所
を
は
じ
め
朕
史
的
な
も
の
や
史
実
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
ま
と
め
た
も
の

は
、
ほ
ん
の

一
部
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
」

と
話
す
水
島
さ
ん
は
、
十
年
ほ
ど
州
か
ら
、

一
つ
．
つ
の
こ
と
を
調
べ
、
ワ
ー
プ
ロ
に

舟
き
問
め
、
印
刷
か
ら
製
本
ま
で
す
べ
て

向
分
で
予
が
け
ま
し
た
。

「
粁
の
ま
ち
」
は
B
5判
、
－
八
十
円
ペ

ー
ジ
。
明
治
か
ら
平
成
ま
で
の
行
正
作
の

旬
、

aリ‘
．‘

地
凶
に
始
ま
り
、

A
H
か
ら
伝
わ
る
巴
御
前

の
物
語
や
境
地
区
の
風
習
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

で
知
ら
れ
る
護
国
品
す
な
ど
に
つ
い
て
、
解

説
を
加
え
紹
介
。
最
初
は
六
十
部
作
成
し
、

地
区
住
民
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
予
組
以

上
の
反
響
が
あ
り
、
新
た
に
七
十
部
を
作

り
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
が
生
ま
れ
て
か

ら
、
今
ま
で
の
こ
と
を
ま
と
め
た
向
分
史

を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
制
作

意
欲
は
尽
き
る
こ
と
の
な
い
水
向
さ
ん
で

す
。

さわやかさん

か
な
う
と
い
い
な
あ

三
浦
沙
耶
香
さ
ん
（宮
崎
）

さ
み
さ
と
小
学
校
六
年

私
の
将
米
の
拶
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

な
る
こ
と
で
す
。
わ
け
は
、
み
ん
な

の
泊
る
服
を
考
え
て
、
み
ん
な
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

そ
れ
に
服
を
見
た
り
、
省
い
た
り

す
る
の
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も

夢
に
向
か
っ
て

一
坐
懸
命
が
ん

ば
り
ま
す
。（谷）

刷
似
小
学
校
六
年

私
の
少
は
、
小
さ
な
病
院
の

G
a

M
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

病
院
に
人
っ
て
く
る
忠
行
さ
ん
が

哨
い
顔
で
い
る
よ
り
、
明
る
い
笑
顔

で
い
る
ほ
う
が
、
私
も
う
れ
し
く
な

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
忠
有
さ
ん
に

も
毎
円
生
き
生

き
元
気
で
い
て

ほ
し
い
か
ら
で

す
。願

L
カ
カ
な

う
と
い
い
で
す
。

津 井 静 穂、きん （20歳殿町）

一一仰双葉ダイ スー

r1まうことjはf生さることJ
あさひ短敬会は毎月、第 1土曜日の午後1時30分から午

後4時まで定例献金を聞き、各自入魂の自作一首を持ち寄

り、伸びやかに活発に意見を交わし合って充実した時を過

ごしています。随時、一泊程度の吟行会も行っています。

会員は20名。各々短歌同人誌一昭和21年広川親義先生の

創刊によるー 結社「短歌時代jの同人です。

福祉センターの定例献金での諒事は融誌「短軟時代J北

日本新聞夕刊の読者文芸欄で発表。他に「朝日町芸術文化

祭J、「広報あさひJの新春号にも掲載されています。また、

昨年の10月、広川親緩先生の三回忌を機に、「合同軟集第三

集jを刊行しました。一収載人数25名、総数数677首一

あさひ短歌会は昭和52年の発足以来、会員もその半ばに

及ぶ新旧の交替があり、短献を始めてまだ日の浅い人もい

ますが、献歴のいかんを問わず、各自亘書室に軟作に取り組

んでいます。

短教はその巧拙を問わず、まさに作者の生命そのもので

あリ f諒うことjすなわち ｛生きることjでもあるかと思

います。

月に1度の献金を心の稽として、互いに助け合い、競い

合い、苦しみつつもまた楽しく、研さんに努め、叡作にい

そしむ臓の今日このごろです。 J 

岩
井

梓
さ
ん

古
市
裕
子
さ
ん

（桜
町
）

4
阻
止
小
学
校
六
年

私
の
拶
は
家
で
か
わ
い
い
小
犬
を

飼
う
こ
と
で
す
。
わ
け
は
犬
と
遊
ん

一
緒
に
散
歩
し
た
り
し
て
か

わ
い
が
っ
て
あ
げ
た
い
か
ら
で
す
。

動
物
が
死
ん
だ
り
し
た
ら
、

だ
り
、

そ
う
だ
け
ど
、

か
わ
い

一
坐
懸
命
か
わ
い
が

っ
て
あ
げ
て
、

h

f
h
A
t

そ
の
ま
ま
見
届

内
寸
一
誠
一けとあい

圃
閉
剤耐

〈

ιh
恥
ま
す
。

da－－－－
F3
A
R問
畑、
九

こ
れ
が
私
の

必
で
す
。（横

水
）

大
家
庄
小
予
校
」
ハ
作

私
は
、
小
さ
い
ノ
寸
や
赤
ち
ゃ
ん
と

遊
ぶ
の
が
好
き
な
の
で
、
将
米
の
拶

は
保
付
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
今
は
、
小
さ
い
子
と

一
緒
に
歌
え
る
よ
う
に
ピ
ア
ノ
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

；華
井

恵
さ
ん

H
r
く
大
人
に

な
っ
て
、
夢
を

か
な
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

社
会
人
と
な
っ
て

A

一作
川
で
す
。

別
配
は
、
製
品
の
納
則
に
関
わ
る
部

取
引
に
所
刷
。
生
出
ラ
イ
ン
の
最
終
仁

粍
な
の
で
、

時
間
に
追
わ
れ
る
こ
と

も
多
い
の
で
す
が
、
白
分
の
仕
事
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

人
と
服
す
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

休
日
は
家
じ
い
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
ね
（
尖
て

ド
ラ
イ
ブ

に
山
か
け
た
り
、

山川
校
時
代
か
ら
や

っ
て
い
る
ス
ノ
l
ボ
ー
ド
に
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

今村午、

「成
人
の
け
」
を
迎
え
ま
し

た
。
’川
分
内
身
の
山
川
仁
と
と
も
に
、

人
と
の
付
き
A
H
い
も
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
納
へ
の
あ
こ
が
れ
は
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
理
想

の
タ
イ
プ
は
、
白
分
の
気
持
ち
を
問

解
し
て
く
れ
、
お
丘
い

に
わ
か
り
合

え
る
人
で
す
。

一

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛

一

一
こ
う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー

一

一
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ

一

一
ル
i
ブ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

一

「

出
て
み
た
い
こ

出
し
て

一

一
あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

一

一
ぱ
、
広
報
係

〈
岱
役
場
内
線

一

一

2
1
2
）
へ
ご
一
報
を
。

一

r
’e
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（凶部保宵！りi・)M
i
「
そ
う
や
わ
。
胤
さ
ん
釆
っ
と

る
ん
や
わ
。
じ
ゃ
、
”
か
わ

っ

て
・
っ
て
一百
わ
ん
な
ん
ね
｝

λ
J

供
た
%
は
胤
と
も
ぷ
だ
φ

り
で
す
。

（ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
の
別
名
つ
・）宮
出ル
一

ド
ナ
ル
ド
ダ
ツ
ク
の
シ
l
ル
を
叫
ん

な
が
ら
・
。

azト
lr
’

L
J

；
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〔あ
ら
れ
と
ア
ラ
レ
〕
一2
…伐
と

U
．
食
時
、
め
ら
れ
が
降
っ
て
き
て

3

R
i
「な
ん
か
、

カ
チ
カ
チ
っ
て
音

ク

8
mwAVイ
又

~~~ 

す
る
よ
」

f ~ 
/:} 

『あ
ー
あ
ら
れ
だ
よ
。
附
っ
て

〔問
題
〕

①
地
域
振
興
券
は
何
丹
か
ら
位
、え
る
つ

A
2月

B
3月

C
4月

②
問
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
率
は

州
全
体
で
約
削
パ
ー
セ
ン
ト
？

A
m何
%

8
日
%
c
m
%

③
と
ま
り
吋
笑
顔
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
2
川
の
何
日
に
開
供
さ
れ
る
つ
－

A
7
什

B
げ
ハ

C
幻
ハ

｛応
募
方
法
｝

会
は
が
き
に
符
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
占

い
て
2

バロハ

（
巾

I
H
消
印
れ
効
）
ま
で
役
期
総
務

抑
制
他
吉
広
報
係
（
〒

m
e
O
7
9

3
朝
日
町
道
ド
l
1
3
3｝
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
3
人
に
岡
持

券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
前
回
の

当
選
者
は
阻
さ
ん
、
ダ
ン
チ
さ
ん
、

E
＆
R
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

※
A
f

同
は
多
数
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
っ

た
た
め
イ
ラ
ス
ト
は
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町長のひとりごと

18年周期の大雪か、と心配

しましたが、 今は小休止のよう

です。昨日は快晴の中、当町の

山村等活性化ビジョンの実態を

見ていただこうと、策定検討委

員の20名が来町。現地視察と

意見交換を通し、なないろ特産

会の実態、なないろKA Nの運

営状況、中山間地域の諸問題な

どを話し合いました。2月15
日には、東京で策定委員の報告

会が開催され、我が町を含め評

価がされます。

当町の成人式も滞りなく終了

しましたが、いわゆる茶髪の青

年が年々増えていると思いま

す。個性を表現している、とい

えばそれまでですが…。現在の

若者については様々な意見があ

るようですが、昔の青年団活動

とは異なり、趣味趣向などを中

心として集まる傾向が多いので

はないかと感じます。

あるグlレープの活動は、 元気

に仲良くそして楽しくをモット

ーとしていると聞きました。ま

さにその通り実行されることが

大切だと思いますし、その姿な

どを見ていると、次世代が継続

していくのではないでしょう

か。歴史や伝統は、継続がある

から意味があるのです。

新年会も峠を過ぎますが、日

本経済低迷の影響でしょうか、

少なくなったと感じています。

元気を出して前進したい、そし

て難問題を一つ一つ解決するた

めの努力をと、神に柏手を打ち、

仏に拝む気持ちになるのは年齢

と関係があるのでしょうか。

春よ来い！ (1月19日記）

診
、
‘
・

吋
4
由

一

じ
ゃ
J
J
a
q
」

M
；

ア
め
ら
れ
つ
・

あ
ら
れ
っ
て
キ

ー
ン

っ
て
米
る
ん
や
っ
そ
。
キ

ー
ン
ー
っ
て

保
母

「
・つ

あ
ー
、
ま
ん
が
の
ア

ラ
レ
ち
ゃ
ん
ね
」

あ
ら
れ
と
聞
い
て、

ま
ん
が

「ド

ク
タ
l
ス
ラ
ン
プ

ア
ラ
レ
ち
ゃ

ん
」
を
思
い
出
し
た
M
ち
ゃ
ん
で
し

た
。

〔ブ
ラ
ン
コ
に
乗
り
た
い
な
）（
2
此
山
）

M
E
「先
生
、
ブ
ラ
ン
コ
帰
れ
と
る

よ」

保
舟

「本
当
や
ね
。
風
さ
ん
釆
っ
と

る
ん
か
な
あ
」

・悶・



隼

に

属

ω魯
ω祭
典

1
会
場
は
1

1

1

1

「
！
商
工
会
周
辺

・圃圃・・・

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

出
店
が
盛
り
だ
く
さ
ん

朝
日
川
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
と
ま
り

『雪
笑
顔
』
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
2
川
7
H仰
に
問
依
さ

れ
ま
す
。

川
・
一
以
が
巾
心
と
な
り
、
尚
仁
会

問
川
辺
を
会
場
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
や
テ

ン
ト
を
ぷ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
俳
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

さみさと小会爆周辺図

町
県
民
税
所
得
税
の

申
告
は

3
月
日
日
ま
で

． 

間
人
の
川
県
民
税

・
一
出
向
税
の
巾

行
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
山・
特

の
期
間
は
2
H門
川
町
川

ωか
ら
3
けは川

川

ωま
で
で
す
。

巾
特
訴
は
2
月
中
旬
に
送
付
し
ま

す
。
説
当
の
人
は
山
・
約
者
同
紙
に
必

申告相談会場日程
JtH 日 地区

~ 場τz:;: 

2月17目。＇J<) 境 中央農協境支所

2月18目的 宮崎 宮崎浦漁協

2月19日住吉 泊
朝日町役場 4F

2月22日伺） （全地区）

2同23日ω 笹川 中央農協笹川支所

2月24日。同
五箇庄 中央農協五箇庄支所

2月25日同

2月26日自国 蛭谷・羽入 中央農協蛭谷事務所

3月 3日ω 南保 中央農協南保支所

3月 4日制
大家圧 大家圧農協

3月 5日働

3月 8日伺）
山崎 中央農協山崎支所

3日 9日ω
※申告時間はいずれも午前例寺30分から午後4時まで．

また、上記以外にも2月16日ωから3月15日開｝まで
（土、日除く）役湯税務課で相談を受けます。

医療の現場から
あ

大：5
森：至
友：理
明：需
i重春
e ':t干
民科

会
場
で
は
、
泊
．
一
以
の
行
町
内
会

に
よ
る
お
い
し
い
山
山
コ
ー
ナ
ー
、

見
て
、
来
し
ん
で
参
加
す
る
儲
り
だ

く
さ
ん
の
ゲ
l
ム
を
は
じ
め
、
行
在

所
で
は
「
宝
笑
顔
出
公
演
」
と
題
し

て
、
芝
肘
名
場
耐
特
集
や
紙
芝
糾
な

ど
の
ほ
か
、
尚
山
川
出
を
利
川
し
た
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
ま

す
。詳

し
い
内
・
併
に
つ
い
て
は
、

2
川

の
祈
聞
折
り
込
み
で
制
介
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
が
、
午
前
山
川
町
の
川

会
式
か
ら
米
情
一
向
川
が巾
l
た
る
ト八
州

選
会
ま
で
、

f
供
も
大
人
も
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
川
7
H
ω
は
、
ご
家
肱
そ
ろ
っ

て
「
的
叶
笑
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
車
で
来
場
さ
れ
る
方
々
へ

当
日
は
通
行
止
め
な
ど
道
路
規
制

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
案
内
版
と

誘
導
係
員
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

削店官’
e

現
を
記
入
の
う
え
、
必
必
壮
一
日
矧

を
添
え
て
3
月
日
川
ま
で
に
役
場
税

務
課
ま
た
は
行
良
漁
協
（
ぶ
所

・い
ゆ

業
所
）
の
中
行
川
投
入
梢
に
人
れ
て

く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
伴
税
の
山
山
川
川
は
待

問
漁
協
の
山
中
小
約
九
投
入
箱
に
人
れ
な

い
で
、
税
務
官
H

ま
た
は
役
場
悦
務
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所

引
税
の
帥
m－M
巾
山
を
し
た
hNは
町
川

以
悦
の
中
山
を
す
る
必
泌
が
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
所
仰
の
社
口
拍
「
巾
凡
川
占
の

”
。
き
方
が
わ
か
ら
な
い
い
ん
は
、
上
い
叫

の
日
胞
で
地
以
別
に
相
談
会
を
附
き

ま
す
の
で
、
ご
利
川
く
だ
さ
い

ま
た
、
山
中
川
代
け
が
川
い
て
い
な
い

万
や
記
入
の
仕
山
咋
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
方
は
、
役
場
税
務
課
（
合
内

線

1

2
1
）
へ
お
問
い
行
わ
せ
く
だ

さ
い

ω
唱
。
．7m
吋

ω
州一

町
卓
球
選
手
権
大
会

（
%
文
化
体

行
セ
ン
タ
ー
）

V
ダ
ブ
ル
ス
l
位
内
向
附
…
－
－

K
・小

防
長
制

2
似
勝
川
及
川
和
－
L
L
山
必

チ
組

V
シ
ン
グ
ル
ス
マ
男
子
1
部
l
位
居

波
宏
樹

2
位
杭
川
正
秋
マ
問
2
m

l
似
川
小
口
裕

2
似
本
体
附
祐
輔
マ

女
ず
1
泌
l
杭
L
L
不
勝
美

2
似
牧

野
昭
子
マ
同

2
部

l
位
松
岡
塑
美

2
位
中
小
品
文
乃

魚
津
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

（九

的
…
州
市
）

V
・
家
出
い
州
人
制
限
3
似
坂
口
住
余
乙
J

－

一
札
制
扶
克
恵
組

入
善
町
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

《スキー教室のご案内》

朝日町体育指導委員協議会スキー教室

日

.0. 

= 

、I~！＆. I I fド2月131-1 ( u 
8: 30～l 7. l 5 

※•;Ql81時30分に朝 11町役場集台伊

糸魚川シーサイドバレースキー場

日寺

場

2月のスポーツ
・冬令市内ゲートボール大会

1311(1:) 9:00～ 教行文 化会ft)°(

・111r Nスキー大会
｜ぺ1101) 9:30～ ’i＇ボ jJ 編成スキー助

・IllIピーチポール大会
17 11 （粉～ 19 1寸（イ紛 1 9 ： ~0～文化体行センタ－Zl) I 

・川体スキー競技会
2 I I l<l ll 9 : 30～ ’jゴ号円以以スキー土砂

l ·~，＇J テニス大会 シングルス
I !(Ill 9:30～ 文化体行センタ－~）2

リ
ス
マ
ス
大
会

（
%
人
出
町
｝

v
k
f
2似
制
ハ

1！！~N。

ただしリフト料金は1'lf I負担でお願い

します‘

申込み・問い合わせ

制11lllf体育指噂委ii協議会市務），，］

（教行委H会＇t挺’Y：刊ぷスポーツ係

役場v、！線fi322｝まで。

※~芯：~Lt;：は11\l l、ません。初心行も猷迎ですr

m r r本ti指導委員協議会

参加費

催主

火
消
｛
の
心
意
気
を
示
す

ー
朝
日
町
消
防
団
虫
、
初
め
え
｜

頭痛
頭痛の原因を大きく分ける

と、（1）頭蓋内のもの、（2）頭蓋

外のものがあります。

頭蓋内のものとしては、脳腫

窮、水頭症、くも膜下出血、髄

膜炎等の命に関わる病気があり

ますが、頭痛全体の約5%と多

くはありません。

約95%は頭蓋外の原因です。

この中には、①片頭痛などの血

管性頭痛、②議権やむち打ち ・

肩こりからくる頚性頭痛、③

眼・耳・Q・歯・顎関節・喉に

関連する頭痛があります。また、

(1 )(2）のどちらにも原因があり
8ん事

得る三叉神経痛等があります。

これらの中で多いのは、 00
で、特に冬は②頚椎やむち打

ち・肩こりからくる顕性頭痛が

多い季節です。寒くて丸く縮こ

まって寝た朝に後頭・後頭部が

痛いのは、頚椎症の頭痛です。

また、寒くて頭・肩こりが取れ

ず、眠れなくて顕・肩こりが取

れず、午後から夕方に頭重感・

しめつけ感・重痛が出現し、

急車に入ると消失するのは、筋

緊張性頭痛または頚肩腕症候群

です。

これらには、枕・風呂・運動

の指導、温湿布及び内服の治療

をしています。

冬はゆっくり首まで風自に入

るようにしましょう。また、自

分の頭痛の原因を考えてみてく

ださい。

明
日
町
消
防
同
の
山
初
め
式
が
l

川
6
H
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
2
6

0
人
の
川
町
川

U
が
脇

f
八
附
山
で

川
…
火
災
祈
願
を
し
た
後
、
的
地
内
で

－
一
汁
般
市
巾
。
火
山
し
の
心
配
思
%
を
ぷ

し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
無
火
災
分
間
及

び
催
良
川
体
の
ぷ
彰
も
あ
わ
せ
て
行

わ
れ
ま
し
た

朝
日
町
消
防
長
功
労
章

・
子
山
災
制
（
出
6
分
川
ハ
バ
川
以
）

朝
日
町
消
防
長
無
火
災
表
彰

m
l分
川
（
8
年

間

）

第

2
分
川

（1
1
年

間

）

第

3
分
同
（
3
年
間
）

第
4
分
川
（
｜
作
川
）

却

5
分
川

（l
年

川

）

出

6
分
川

（2
午
川
）

朝
日
町
消
防
団
長
功
縮
琵

μ附
ぷ
（
部
l
分
川
山
川
H
M
）
州
本
町

時
二
部

2
分
川
附
民
｝
永
朴
汁
削
附

｛前
3
分
川
幼
H
H
）

山
川
内U
（加
4
分

川
川
い
）
松

nA川
犬
（
部
5
分
川
川

日
）
竹
行
持
仁
（
出
6
分
川
川

H
）

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
状

わ
ゆ
川
仙
一
．（前
l
分
間
間
い
只
）
伊
雌

慎
．
（
出
2
分
団
刷
良
）
小
坂
点
火

（第
3
分
川
川
此
）
米
任
市
プ
（
第
4

分
川
川

U
）

脳
内．
ta仕出（出
5
分
川

川
げ
は
）
加
雌
M
m
M
け（山
6
分
川
川
此
）.. 



人をいつく しみ o人を理解し 0人を信ずる

こののが社会信批ののである。

『人を憂し0人をいたわり
くらしの情報室

ふくし

社会福祉協議会だより

朝日町社会福祉協鵠会は、

皆さんと共に地域の福祉

向上を目指す民間社会福祉

団体です。

歳末たすけあい運動募金
総額 3,154,088円

宮 83・1100朝日町役場

募金の内訳

朝日町福祉センタ一内

n83-0576 

場所

皆
さ
ん
の
真
似
をお

届
け
し
ま
し
た

・来たすけあい廊盆思慮心身鱒．者（237人｝

1, 185,000JIJ 
ねたきり老人（74人｝

担

盟

ω

nu
－－

o一1

O
FL
O
一
ト

5
一7
6｝
一日

？’
－λ『
au一
串
宮

3
一（

2
一
所

者

入

鷲

畿

圏

協
間

活

微

生

箔

募

集l

F
U
「朝
日
町
歩
く
会
」
会
員

「朝
日
川
歩
く
会
」
は
附
和

的
山
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
長
生

き
の
俗
け
つ
は

一

つ
は
常
に

宍
頗
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
、
も

う
．
つ
は
倣
少
で
す
。
少
く
の

は
町
民
円
の
ス
ポ
ー
ツ
少
け
ば

体
に
よ
し
、
耐
に
ち
ょ
し
』
で

す
あ
な
た
も
入
会
し
て
み
ま
せ

ん
か

詩
集
期
間

2
川
l
H川
か
ら

2
川
初
日
川
ま
で

閉
会
せ
先

行
公

Hm．

（

8
m
・2
3
4
9｝

ヤ
町
一
一
川
巡
｛
g
m山
’
1
3
9
0）

円
行
行
批
判
（

8
m
’1
7
9
8）

同
一

au
－－
 

nu

－
 

au
E
 

4
4

－
 

az
 

S
－
盆

1

・－
H見来線町

1, 134,000門

町穆憲銀行 137.482円

催

町
教
育
講
演
会

ス
ロ
ー
ガ
ン

”
見
諸
問
そ
う
税

子
の
紳
”
「
心
較
か
に
育
つ
子

供
の
照
境
を
」

日
時

2
川
口
川

ω午
後

l
叫

0
・T
い・
3

q
J
J
J
J’h
i
 

会
場

ア
ゼ
リ
ア
ホ
l
ル

講
師

川
町
内
少
年
深
川
岬

μ附
仇

瓜
作
れ
紘
子
さ
ん

演
鶴

今
、
子
供
た
ち
は
1
と

ら
に
巧
え
ま
し
ょ
う
3

主
催

川
P
γ
A泌
総
協
品
会

人
川
崎
は
川
燃
料
で
す
ど
な
た

で
ら
れ
ヲ
加
で
き
ま
す
子
打
て

に
つ
い
て
、
．
紡
に
々
え
て
み

ま
せ
ん
か

町
リ
ズ
ム
体
操
教
室

冬
場
の
巡
動
不
足
を
解
消
し

ま
せ
ん
か
＝

日
時

2
川
お

Hω
か
ら
3
川

お
け
刷
ま
で
の
何
週
木
附
川
の

5
川
コ

l
ス
午
仲
間
7
附
加
分

か
ら
9
時
ま
で

場
所

サ
ン
リ
｜
ナ

指
湾
省

附
崎
川

f
さ
ん
（
川
山

体
行
術
布
袋
此
）

対
象

制
日
川
に
訂
作
ま
た
は

仰
は
川
ず
る
人

参
加
料

l
．

0
0
0
川
｛
似

険
制
作
む
｝

申
し
込
み

2
川
辺
川
仰
ま
で

参
加
料
を
添
え
て
、
サ
ン
リ
｜ 見舞金を届けるための緩賓

92,088円

40・

ありがとう

もあたたかい？ω羽田町E喜怒！行

”A.家IEJ A !J.・'l'l:i:ilさんからfh1

続フェア－JillMtイii.の－ ；~i;

16,765ド1

・と〈行さんから 3.122円

・・：：・；的 1 1 れ ~·1 rさんから

10.000ド1

· ·~111: 1 ロータリークラフさんから
100.0001'1 

・n・・,・(mr倹？？はなさんから亡

UJt：・きよさんが午.1ilfおtit,.,Iiに
なったお礼として

100ρ001'1 

• L~i?J- l：業所従業11・I”1さんから

7.251円

・Jit川tfr!li1l入会さんからアルミ

:111111似の似低金

10.000111 

・辿｛~山 ， ，，制｜ ｜ 地域協品会さん

からl!i~l! ~·~令~,fjlfl/Jをして

28.1091'1 

• 11長以 l~IJi（久必さんから 1毘貨
を貯めて 35.272PI 

ホット求人情報

j ；忠
夫製：；；：：；；I~~~三

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

l
歳
末
た
す
け
あ
い
運
劃
｜

町
昨
年
判
例
と
な
っ
て
い
る
成

ぷ
た
す
け
あ
い
巡
動
は
、
昨
年

目
川

i
Hか
ら
引
け
ま
で
の

ー
か
ハ
問
、

「地
域
で
さ
さ
え

あ
う
あ
っ
た
か
い
お
正
川
－
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
A
仁
川
的
に
%
施

さ
れ
ま
し
た
。

川明日
川
で
わ
政
ぶ
た
す
け
あ

い
辺
助
の

「袋
の
袋
」
持
合
を

υぃ
．
押
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん

の
匁
合
が
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
り

句』の
H
U

ガ
令
と
川
の
脱
水
比
併

合
、
川
ル
リ
必
銀
行
の
成
ト
ボ
Hん
制
舛

A
み
を
A
H

わ
せ
、
川
内
の
作
に
活
保

議
肘い
刷W
な
ど
の
い
忠
ま
れ
な
い
家

庭
や
寝
た
き
り
老
人
、
震
度
心

身
附
山
ム
Z
閉
ま
た
、
悩
仙
肌
純
設
入

所
者
や
長
期
入
院
省
な
ど
5
6

4
名
の
方
々
に
は

mAみ
を
お
届

け
し
ま
し
た
。

町
民
の
併
さ
ん
の
制
か
い
ご

協
h
H
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成11年2月分
保問 l資樋経験
人滋 l免お 寄

2 
iii盆潔m~迎

音量通自動車免釣

理芋捧，ま主両陣
3年以上昔静の品~耳
元寧。曹司さZ

経験者lil 機

雪量i聖
語句

2 

ナ｛
合
的
’

1
8
3
8）へ
。

’U

第
羽
田
朝
日
町

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

日
時

2
川
げ
日
附
午
後
7
川

却
分
か
ら
昨
日
ゆ
ま
で

同場所

サ
ン
リ
l
ナ

参
加
資
格

制
川
川
に
代
代
ま

た
は
助
扮
し
、
湖
町
級
以
上
の

k
c
h・4必
卜1
．
よ
内
小
く

4

・－
e
・4

j

ノ
，，、・ド
よ1

’｛
V

ド
〈
φ

’φ

’1
・、

勤
労
常
生
は
山
山
川
，
（
平
成

1
1

i

l
i
－－

〉
｝

u
u
h叶
A

叶’J
l

，l
l
“
円
ム
引
バ
ν
川
川

w
h
H

．

的）

3 

一
9
3枚
の
悩
祉
の
心
を
い
た
だ

一

一
き
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
ハ
ガ
キ

一

一
は
、
邸
即
日
で
切
手
や
ハ
ガ
キ

岨

－
に
交
換
し
、
付
会
制
祉
が
業
に

一

一
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の一

一

刊
さ
制
じ
の
ハ
ガ
キ
受
入
れ

一

．
は
、
役
均
怒
川
、
制
批
セ
ン
タ

一

一

1
、
玄
人
制
批
セ
ン
タ
ー
、
生

一

一
山
学
刷
打
開
、
サ
ン
リ
l
ナ
、
ア
ス

一
カ
、
行
郵
州
民
川
、
あ
さ
ひ
総
A
H

州
院
市
中
に
投
川
し
て
い
ま
す
。
一

ま
た
、
他
川
凶
み
テ
レ
ホ
ン

一

カ
ー
ド
ち
収
集
し
、
判
似
協
刈

‘

一
念
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
助
の
た

一
め
に
役
以
て
て
い
ま
す
、
特
芯

一

一
ん
の
ご
協
力
を
お
．
聞
い
し
ま
す
り一

根
浩

m
m
m
m
開

州

一川

ム

司
A
V

制
判

4

4

9

7

5

0
一l
J

L

河
賞

。μ

ヱヱ
β

8

i
一3
M
ま

し
玲
羽

4

0

5

6

一8
担

）

回

K
宰
宍

6

6

3

0

＝。

ご
・L

4
va
k
v
R

－＝

、J
2

1

一
円
〆
』

、a、

判

C

E
栓

幻

一円
ノ
町
川
ご

年

陽

一

郎

、づ

O
府

金

金

金

金

金

一

似

川

、l
b
L
’
I
‘，

Y
F
Y
T
Z
T
T子

b
H

＝

lu
－－

成
：
，

川M
m
w
訓
即
断
一
功
例
一
汁
U
U
J
U

平

川

悦

mw
引
怖
か
一
九
皆

B
－

書き損じハガキを

‘ が福祉aj*~~~~l !
¥ ~ L llff#f4! 

u議 as
pa－－zw
H
36
『
γ

‘
色

e
－

a
1
 

山
山
口
さ
ん
の
’
H
℃
や
会
社
に
乃

さ
制
じ
ゃ
未
使
川
の
年
幻
ハ
ガ

キ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
社
会
制

祉
協

A
会
で
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ

の
ご
五
付
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

昨
年
初
め
て
取
り
組
み
を
し
、

町
の
多
く
の
符
さ
ん
か
ら
1
4

大空白勧聾免お

3 

大卒

!Ill淘師免訴

7 ト 11~三：｜；高得 t川ート 1I :w~－： .. , 60:! 

一 一8 ト1I 5岬二｜1.000 問屋 tハ明ト 3，－二 千1. . 60才｜ ｛時期信｝

公 IJ軍人情緒一覧表jιご引用〈たさい．
ーごくわしいことは....草公共岨寓安定所”自分室 n82-0198へお問い合わせください．

末陽

不理事

不問

3 

.Ii ~ 

調理縄勧I50才～

パ ート II 60才

700 

”111181 

ii; 

4 

5 チ
ー
ム
編
成

引
火
泌
行
と

し
、
コ
ー
ト
内
は
引

2
人‘

’K
2
人
と
す
る
コ

i
ト
内

の
巡

F
の九
H
A年
齢
を
次
の

と
お
り
と
す
る
，

A
ク
ラ
ス
・
・
・
フ
リ
ー

8
ク
ラ
ス
・
・
・
1
5
0成
以
卜

h

C
ク
ラ
ス
・
・
・
1
8
0成
以
上

。
ク
ラ
ス
・
・
・
2
0
0段
以
上

参
加
費

i
チ
1
ム
5
0
0川

申
し
込
み

2
川
は
け
山
ま

で
サ
ン
リ
l
ナ（
宮
山山・

1
8

3
8）へ

年
金
ク
イ
ズ
附

次
の
①
、
②
、
③
の
内
川
巡
っ

て
い
る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
。

届第
け二
出号
し総
て保
こ般
~百
くの
ち

③＼主

戸~＠:e1¥il薗園’



ti（）『1 くらしの情報室

宮 83-1100朝日町役場

主帽の給糾っていくら？
県男女共同参屋推進舗帥 織室、

の
怨
包
け
か
ら
、
限
定
申
告
の

『
白
主
作
成
』
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
申
告
相
談
会
場

に
お
い
て
も
、
ご
れ
分
で
確
定

中山川
H

内
等
を
作
成
し
て
い
た
だ

く
よ
う
な

「れ
E
作
成
』
の
た

め
の
州
談
体
制
を
係
っ
て
い
ま

す
の
で
、
「
」
削
mM附
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
分
で
帥
限
定
山
・
止
u

h

引
い
山
口
ザ
を
作
成
し
て
、

『郵
送
に

よ
る
叩
則
挺
川
』
を
お
納
め
し

ま
す
。

な
お
、

中
竹
山
川
川
近
に
な

る
と
山
中
山
川
相
級
会
均
が
大
安
別

殺
す
る
こ
と
が
4
J
必
さ
れ
ま

す
。f

w
T
a
F泊
、
、
ノ

1

・・1

h
吋
b
I
Hけ
・

t

－

Hρ
ト
臼

m
O川
叶
川
1

．h制
J
l
け
問
問
問

。
脈
定
中
山
は
れ
分
で
代
日
い
て
は

3
川
目

H
ω
、
前
代
税
反

み
ま
し
ょ
う
l

ぴ
地
店
前

α枕
の
中
竹

・
納
付

税
務
将
で
は
「
納
税
行
が
れ
則
限
は
3
川
引
け
附
で
す
。

ら
正
し
い
山中
刊
と
納
悦
を
行

＠
特
別
減
税
を
お
忘
れ
な
く

う
』
と
い
っ
た
小
作
納
税
制
度
。
納
税
は
什
州
版
凶
作
で
、
選
付

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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テ

h
M

・

υ
司

司

表

引

哨

ル

蹄

］

似

伐

い

・
，

ι血
発

∞

∞

一

作

ブ

部

氏

－
R
4
J
掛

か

止

ホ

の

ラ
楽

川

・

・
同
4
1

・a
沼

l

ぃ1
1

ス

一

ル

等

ク

奏

制

’

川
市
直
川
悶

民

乱

回

一

w
町

ト

認

可

収

穴

日

山
司
司
司

閃

沼

沼

市

市

ト

階

大

写

、

気

品

川

－KU
罰

同

体

郎

町

宵

ル

ン

2
一

肌
団
発

J

ト

－－
E
1

表
2

一
工
ト
表
苦
行
問
九
台
守

上

－

M

・1
M
M山
車

内

ホ

一

発

地

旅

研

会

問

川

ι
1

・F
一晶

表

ジ

ア

表

ジ

i
修
の

表

制

U

－

E
E
発

一

リ

発

一

部

研

等

発

会

・

ト

「
単

一

不

テ

ゼ

示

ア

術

国

修

ジ

い

い
一

．
一凶
J

目

ス

ア

展

ス

美

総

研

一

械

い
一

日

J
a

F
J

時

海

容

比

三

「
L

日

会

内

皆

ー
一

－

az
－
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・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

．

固
に
い
か
わ
美
術
展

新
川
地
域
（
清
川
市
、
魚
津

市
、
黒
部
市
、

t
市
町
、
入
善

町
、
宇
奈
川
断
、
朝
日
町
）
の

3
市
4
町
の
町
史
術
版
、
町
美

術
似
の
縦
秀
作
品
が
．
引
に
M
肘

ポ
さ
れ
ま
す
。

会
期

2
川
6
円

ωか
ら
2
川

は

u
m
午
前
9
川
町
か
ら
午

後
6
時
ま
で
※
た
だ
し
、

2

ハ9
H
ω
は
休
館

会
場

新
川
文
化
ホ
l
ル

入
場
料

川
判

E
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

l
s
 

働
け
ば
、
給
料
が
も
ら
え
ま

4

え
て
き
そ
う
で
す
。

す
。
で
は
、
主
制
の
給
料
は
つ
・

h
A
性
も
ル
山
下
、
組
味
、
会

待
遇
は
ど
う
な
り
ま
す
か
っ
合
な
ど
外
出
す
る
機
会
が
多

法
政
大
学
教
慢
、
間
的
陽
子
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
家
中

氏
は
次
の
よ
う
に
お
訴
に
な
を
火
性
だ
け
の
も
の
と
決
め

っ
て
い
ま
す
。

っ
け
な
い
で
、
男
性
も
で
き

『家
恒
労
働
は
（
l
ヶ
月
）
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
ま
せ

い

く

ら

だ

と

思

い

ま

す

か

ん

か

。

位
入
介
必
代
お
．h
、
山
本
州
ド
労
働
い
い

じ
ゃ
な

い
で
す
か
、

代
幻
．
h
、
も
ら
っ
て
い
ま
す
引
の
人
が
れ
川
に

hu
っ
た
つ

か
っ
・
日
本
全
州
の
火
性
は
帥
て
：
・
。

き
行
だ
け
ど
全
部
た
だ
働
き
。

お
父
さ
ん
も
行
い
い
ん
に
肌
わ

食
わ
し
て
や
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
れ
ば
、

f
ど
も
の
成

っ
て
も
川
印
万
川
も
食
い
や
民
過
料
に
必
裂
な
コ
ミ
ュ
ニ

し
ま
せ
ん
よ
J

ヶ
l
シ
ョ
ン
も
取
り
や
す
く

（
久
性
総
介
セ
ン
タ
ー
ォ
l
プ

な

る

し

、

そ

れ

を

は

て

打

つ

ン
4
A
d
m出
よ

り

）

た

rど
ち
わ
れ
然
と

《
協
力

し
介
、
つ
》
こ
と
を
党
え
て
い

さ
ま
す
。

山ぶ
M
Y
分
利
一
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
ん
な

h
u
M
や
々
え
万
が

あ
り
、
刷
印
撚
を
似
じ
る
こ
と

“
火
や
も
ん
、
米
の
こ
と
や

る
が
あ
た
り
ま
え
や
ち
ゃ
凶

と
か
”
げ
か
ら
久
の
社
M
H
ゃ
に

か
d

な
ど
と
パ
う
戸
が
間
ζ

家
庭
の
ご
み
減
ら
し
作
戦

－
賢
い
物
は
、
な
る
べ
く
マ
イ

バ
ッ
グ
（
自
分
の
袋
）
を
用
怠

し
て
い
き
、
ス
ー
パ
ー
や
商

店
か
ら
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
消

費
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
心

が
け
る
。
特
に
、
肉
や
仇
…
な

ごみ~緋出量約比 ｛単位： トン）

｜・H6口H9 口H10I

U河l・・ ・・ e・..• •• 
制｜・E笠盟 国一理由。圃戸内

ごl固 い .II t-:111 
1回l・E I ・・ I ・・ I I 

0 10月分 計百5γ胃恥

金
は
川
一
州
似
込
で
。

町
平
成
什
・
ロ
年
度
の
町
の

請
負
工
事
な
ど
の
指
名

参
加
願
を
受
付
け
で
す
。

受
付
期
間

2
川

l
H
川
か
ら

2
川
初
日
制

資
格
有
効
期
間

dr
成

H
－

門凶作・仰は（
2
年
間
）

線
式

川
県
ま
た
は
辿
設
省
統

一

様
式
（
従
米
の
円
相
胤
に
加
え
、

消
貸
税
の
納
税
証
明
丹
よ
り
添
付

の
こ
と
）

と
じ
方

A
4
サ
イ
ズ
フ
ァ
イ

ル
と
じ
（
作
友
紙
に
会
社
名
を

記
入
の
こ
と
）

提
出
先

役
山
明
企
州
財
政
ぷ
官

財
係
（
会
内
線
2
2
3）

－

－
 

4

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

H
比

万
を
交
え
て
け
ん
守
っ
た
り
、

念
見
を
聞
い
た
り
と
、
お
互

い
に
理
解
し
よ
う
と
努
力
す

れ
ば
、
問
題
解
決
の
糸
口
も

川
て
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る

向
附
化
社
会
へ
の
稲
波
し
に

ち
な
る
と
思
い
ま
す
。

申
・
凶
作
の
な
い
社
引
で
す

山
川
分
だ
け
の
も
の
に
し
な
い

で
、
社
会
全
体
で
い
勺
え
ま
し

ょ・つ
。
牢

ー，2惨『邑二，、S－.、，

一
生活必需昂価格

1月分（毎月S口続復調的 tt¥I也： l'-1 

五h 名
平外J li!li 紛

IJJ tli!Jllt 例年｜司ntt

ti ソ 。y d‘－ 〆

<t持子：； I ( l 
112 。 -2 

灯 ilh 

3司 《配i畠18υ
1.082 +90 ' + 14 

bb p ガ ス

( 5 m'> 
3.704 。守 131

LI 
台所川洗剤

215 
（中rt洗剤600me>

+3 。
JI! 

ティッシュベ パー

<400枚人X5納入り｝
666 +I I +90 

伺『e’I 
トイレットヘーパー

｛般紙ロール4伺組｝
442 +7 +25 

食 2宅 、，〆

<i'f.il!!M6役人り｝
167 一川 四 lI 

Ill 
7 ガ リ ，、〆

<450g I稲｝
308 +7 +5 

よ
しょう担U

575 
<I.Stヘヅトボトル入り｝

ー37 -8 

t! 
サ フ ダ 員11
｛ポリ容器l700g人り）

236 -105 +30 

/11・I 
と う ゐ、

｛もめん IT)
108 。 +5 

手L
( I tパック入り｝

258 +19 +20 

肉

｛ロー スIOOgl
481 +62 +36 

午． 丹事 t勾
｛ロー スlOOgl 

233 ー5

2揖 現4

If (LサイズlO悩｝
217 +II +7 

ii ね ~ 
｛行illi品 lkg) 

235 4 +-18 

食 (f オ'l. ＼、 し よ

("I:/通品 lkgl 
259 一17 +so 

~II 『
キ ヤ ’丈 ツ

｛普通M Ik.gl 
306 -150 田 125

，． 、/ ;/ ，‘ ，， 
1：：通品 lkg) 

314 -62 +58 

面画面逼量．． ーーー面ーー

どのロい物は符総持参で。

．なんでも叡後まで使いき

るようにする。（特に命

類はボロの利用まで。）

－家只調度品、屯化製品、

レジャー川品などの耐久

的伐財は、口い燃えを急

カなL。

l、l2.31》

聾工~r. 完成f≪i'. .JlCl者自明 1 r. r. 品！民

電I瞳Lいむらつ＼I）モ令乙地i<i!咽弔蝿事ま t量 1111'.:l>i I i.850.000 けれ’l’内＂!l',(ヰ耳目Ill &l梓本嵯理

週耳踊Lい咽dむUらつft型〈蝿I）モIデ’息地fl！矧哲姐，r宮崎！費 111r311 li.115.000 ljj)Jj( ／；~ J_,f.；、 ci体本荷車

場？.rt耳A唖量a竃Qll耐4位E胃，4，蝿FK~’咽トI忌H・，7理事Ji(白尚 1111'311 24.tiiS.OOO l除lj仰IC約者 d、両財fl~

地冒ll店a＇晶I~温F情野唖量蝿lff~・費7.IWl'll 下型f 11 lt31J I i.325.000 Ill ltt!.i.i I保｝
Q 占l・' 

瞳巧11-.:a事由n
町泊・曙Fftl:山r.:世話211<('1! 下山訴 1111・・31J 13.%5.000 Jt hi I：恥t!わ tf ,[l ,'l I 

｜ 町 の 工 事 問 況 側 万 剛 上）
ーニのコーナーは

I l， 市 町

企

町
家
庭
教
育

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

rど
も
の
発
白
に
関
す
る
悩

み
に
小
児
神
経
科
の
医
師
が
お

答
え
し
ま
す
。
相
談
に
応
じ
て

く
だ
さ
る
先
生
は
、
凶
ぃ
斗
山
町
茂

所
市
山
病
院
小
児
科
医
師
の
山

．卜

m
r先
生
で
す
。

電
話
醤
号

8
0
7
6
4
6

日
記
’

3
1
1
1

｛山
山
以
民

会
館
6
附）

『家
胞
教
行
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
お
願
い
し
ま
す
」

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

対
象

乳
幼
児
か
ら
小

・
中
宇

佐
ま
で
の

rど
も
の
縦

η

相
訟
日
時

川
辺
本
州
叩
け
午

後
l
附
か
ら
午
後
5
叫

相
鉄
内
容

－ru
必
の
お
く
れ
、

身
体
の
先
述
の
お
く
れ
、

rど

も
が
州
川
刷
、
日
ゃ
．A
が
不
什
山
、

‘，

子
泌
が
．
小
川
山
、
心
に
．
L
T
安
が

．

多
い
な
ど

相
談
方
法

氾
話
相
談
お
よ
び

例
人
耐
仲
間
（
ご

m
A川
が
必
い
場

介
は
、
そ
ち
ら
ま
で
山
か
け
ま

す
。
交
泊
代
、
洲
礼
は
山
れ
ん
の
方

で
れ
判
し
ま
す
。
）

交通事政の無料相談
相談日：月～金 9:30～16:40

0専門の相談員が親身になって

相3実に応じます。

。弁護上相談円：（無料）

毎月第2・第4木曜日
13:00～16:00 ・4十同法人 日本草1:g保険協会
tt (0764) 32-2294 

-

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

（合
目
’

0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

柿
を
か
け
る
尖
利
子
円
以
日

鈎
と
笑
の
も
の
が
た
り

山川
十
削
例
正
紀
州
日
久
子

山
川
が
教
え
て
く
れ
た
明

．．
 
・．MU
．淋
山
rva

ピ
ス
ト
ロ
ス
マ
ッ
プ
災
味
し
い

レ
シ
ピ
フ
ジ
テ
レ
ビ
山
版
刊

人
作
し
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク

山
崎
桁

U

約
ボ
さ
れ
た
均
所
で
ア
ン
ダ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
2

村
仁
川
什
樹

K
Mが
下
山
を
飛
ん
だ

向仲什
．h
起削山

ト
〈
人
の
た
め
の
教
科
々
の
淑

川

附

作

説
明
け
を
向
ち
な
が
ら川

上
小
児
之

脳
内
れ
の
ま
ほ
う
っ
か
い

さ
く
ら
も
も
こ

白
戦
布
作
「
N
O」
と
引一門
え
る

け
本
経
消
石
原
慎
太
郎
他

ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
の
成
法
の
知

必

J

－
T
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

（小
説
）

内相側（
L
L
下）

総
密

* 隊長
野
」と’舜
7干I:¥

ポワ
I.hiィ
ま ン
での
のib!

マ
以はイ
束、vや浅 Jレj成
長行ぶ問 ア
砂弓さ次 ラ
子校新郎 キ

王
子
稲
荷
の
女

八
御
用
帳

旅
涯
て
の
地

本
の
紹
介

叫ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
』（全

7
巻）

N
H
K
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」

制
作
班
編

ス
ポ
ー
ツ
、
映
川
、
ぷ
術
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
蜘
で
、
A

ふ
れ
行

た
ち
の
山

H
を
集
め
て
い
る
、

時
代
の
仰
な
『ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
』
た
ち
の
、
肱
川段
附
く
こ
と
の

で
き
な
い
強
烈
な
本
血
円
か
ら
ぶ

外
な
ぷ
飢
ま
で
を
は
せ
る
、
川

市引ト
l
ク
糸
川
制
の

m行
本
化
。

彼
ら
の
・J
柴
の
巾
に
、
新
し
い

時
代
を
ル
ー
さ
依
く
知
忠
や
ヒ
ン

ト
が
き
っ
と
み
っ
か
り
ま
す
。

ご
谷
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

『刊
年
の
あ
ゆ
み
h

大
崎
地
整
山
保
勝
会

『川
年
の
歩
み
』

朝
日
川
歩
く
会

zhの
ま
ち
』

水
品
約
児
さ
ん.. 



くらしの情報室

健康ィンフオメーシヨン
問合せ：保健センター

合 83-1100朝日町役場

u，⑥『I ivin司 llt1f心”

の
献
血

fE
 

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
ん
行
的

｛ロ
川
兆
胞
分
、

合
印
は
制

M
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は

md叫州’
m
E

涜
地
区
会
広
川
係
血
、

A
M
水
品

川
似
木
、
会
水
山
必
附

宮
崎
地

区

Mω
け
い
胤
然
災

泊
地
区
A
M

M
山
崎
折
、
会
竹
内
秀
字
、

A
H
火

川
似
眠
、
ム
M
山
一
礼
服
航
、
食
仲
間
川

判
、
公
的一向山
uh
刷、

人
以
船
出
光
治
、

合
引
川
勝
必
、
会
制
制
剛
ぷ
九序、

九
M
h
八
川
山
m
z
．縦
、
水
仙
ぷ
rmu
、

山
山
川
他
太
郎
、

広
川
泌
久
、

総

川
仇

HRr
r

五
箇
庄
地
区
A
H
b
小．卜

利
彦
、
会
川
似
辿
一パ
成
、
公
明
川

向
什
江
、
会
脱
附
料
、
※
出
部
い

2月の奮種相談
〈相談は無料です〉

裁判所出張調停相談
10:30～15：・00 r1.lM：・センター

1日
（月）

心配ごと相談
13:00-I 6:00 ~1.iM：センター

2日
（火）

、h
司足量Lて両
『旧境村の冬景色j

川院やIの ri~ かな冬の
光；；tて’ある囚迫8号

イi※之 ml紛がまだ開通しないこ

開JI(;r Iろ。(ff{lfll30年代）
y必 ），（ ,'i大
{-JJ川 家 i
、二 i'~ 庄 ｜

（大※ 地 ド
以行大会 f支

l：防久＇.＇； * 
54 {-（~ II I必 ｜
れ )J －’陣 1-r写真で見る朗自町のうつ

Ill I m八久 ’リかわリjより

、、目，J

、，

．、A
4

・
将
威
、
水
山
沖

f

山
崎
地
区

台
本
川
出

．
、
会
制

一
一間
二
、

食
市
阿
川

一
、
会
水
野
光
博
、

会
卜
八
井
俊
介
、

A
M
仙
名
一
位
川町、

A
M
水
川
忠
則
、

※
山
弘
述
百
合
子
、

本
川
惇
子
、

山
川
似
丸
子
、
水
日

「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2
月
初
日
⑪
ま
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

E
骨
元
気
教
室

防長崎兵るず
)Ji（崎．淀川i 、み

mi的成と柳
/j; f 、し／J;I※r、会え了：近
、※ Ii. .＇.！！－ト

!l!大 卜 南 再開
川合胤 保
ぐI'I呼子； t也小！・.
、彬 k:lt. 区 り J,• i

、官公 「 み c 
リJ • 11※合長、は a

交通事故巡回相談
10:00、I5:00 f.(til ＼ま怠；＇~Ji' ~7 

ii'oiM：センター

①みそだれの材料を混ぜ合わせる。

②フライパンにiUIを熱し、 マグロの両面を焼色
がi浮くつくまで焼く。みそだれを加えてから
からめ、 1111にとる。

③このフライパンに水とき片梨粉を人れ、混ぜ
ながら.D.1／：てて、とろみをつける。

＠下でちぎったキャベツを敷いて、マグロを盛る。
③をマグロにかけて、千切りにした汗ジソを
つまみのせ、くし形切り トマトを添える。

Tj{ 業 名 ~与. 場（；対象針等） 受付時間

2J l2Fl（火）
主人福枇センター

13：・ 30～15:00
歯科相談
（相談{f；守crn 2月1611 （火）

老人福M：センター
13・： 30～15:00

機能訓練 2Ji 1611（火）
保健センター

(Jlj~y; q1後.irl~1'i'. 行） 13:00～13:30 

心の健康相談 2月111・1511
新川保健所（予約制ですが引での受付） L‘ずれも （｝J) 

けちします（念52・1224) 13 00～14.00 
痴ほう件－ ~人のhi読も受けます

一
子育て教室 2H 1911（金） でーノタi ー
（’附～2かJIの必ちゃん※］ 13:30～13:40 保健
とお／：tさん

子育てサークル（ァシで）2月l011 （水） 健センター

（附その家族
~ーー

3か月児健診
2H2311（火） 保健センター

(I 011: I I H’｜：まれ ※） 13:00～13:30 
」E・E・ 一
4・5か月児健診 2J J 1611 （火）

保健センター(I Qll'9川生まれ ※） 9・30～lo:oo 
ー

1歳児健診 2月211（火）
保健センター(911:12月・lO!f 111’｜：まれ※）9:30～10:00 

ι－ーーーーーーーーー

3歳児健診 2月2511（本）
保健センター

(7年lOJi ・I I J J q：まれ※） 13:00～13:30 

育児相談 2月17円(ll<l
保健センター（行1談r;;盟行 ※） 9:30～l I :30 

※母子手帳持参ft83-3309 

9日 心配ごと相談・母子父子相談
｜ 附 I 13:00～16:00 州 I：センター

11 O自 社会保険出張相談
闘 い0:00～15:00 役場会品市

L一一 」一一ー

16日 心配ごと相談行政相談

同門権相談 。

心配ごと相談
I 3:00～16:00 r1Hll：センター

社会保険出張相談
10:00～i 5:00 役刷会議前

23日
（火）

24日
体j

4日
同

マ
グ
ロ
の
み
そ
だ
れ焼

き

( J'.·~粉川じl と 1 /3
1)< ......・… ・・…大きじ4

肯ジソ … …4枚

トマ ト ー ・・… lf問
キャベツ ・… l20g 

l人分勺りエネルギー

238kcal 

マグロ（4切れ）

…－－280g 
守の｜みそ ……35～45g 
?!!JIしようi1l1”.；，:5じiと23
~： I ll 
れ 1みりん・i州……鈴木さじ4

illi .. ... A.さじ！と 1/3

よ 図
説 定

l.il ~.；堅
持i'.l;y J比E
Eぽ 2税
；！日l

交通事故発生状況調
12周末現在（ ）内は前年間月比

ネ ｜号~I ~者 l物領事故
l 入時鰐 （~ ~~） ~ ~l レ 92 1 575 
笛民、，ーー，(4l I< 186l C600l 

ニコ寸汁171190l I 
1 …~~」竺） じ~）ど6~(220）『

休日救急診療当番医務甥ー午後開

2月 7自（日） 申川医院 tt82-0120 
』・・ーーーー
2月11日（木） 取東病院 包83-2299

一 一
2月14日（日） 松宮医院 tt82-0051 

2月21日（日） 丸川病院 tt83-3391 

2月28日（日） 伊東医院 tt83-0504 

ガソリンスタンド休日当番店

2月 7日目 朝日石油 宮 82-0661

2月11日同 全店営業

2月14日目 大谷石油 tt82-0703 

2同21日（日 小川石油 tt83-3033 

2月28日目 浜岡商店 tt82-0578 

・健康体操講習会参加者募集
健康体操は I生命の貯蓄体操jともいい、東洋の養生術とし
ての I五導術・要の擦法 ・組み操法jからなる体操です。講
習会に参加して、あなたの健康づくりに役立ててみませんか。
日 時 3月5日働から毎週金曜ヨの4回コース

午前9時30分～11時30分
保健センタ一
女性で年齢は間いません
無料

2月末日まで

ii ji，庁

対象
受講料
申込み

。健康体操教室及び健鰍相談（G、ずれも希望者）は、 2月5目、12日、
198’26日（し1ずれも金陥臼）午前9時30分から保健センターで、
老人禍祉センターでの健康相談は2月2日、9目、16日、23日（し、ず
れも火他日）午後1B寺30分から、 2月17日（水隊臼）は塞幹築港セ
ンターでも行っています。
お気車主にお泌しください。

Mm検
出
川
な
と
析
し
い
検
出
川
を

山
り
人
れ
、
什
机
し
よ
う
杭
を

予
防
し
ま
す

募
集
対
象

聞
紙
後
3
年
以
上

川
町
過
し
た
ル
試
作
で
、

3
作
川
で

8
川
叉
消
で
き
る
い
ん

日
程

第
i
川
2
川
剖
日

ω

子
受
l
守
山
川
冷
hy
‘J

’
f

u
－

－

j

t

 

湯
所

新
川
似
健
所

定
員

印
名

締
切
り

2
川
同
日

ω、
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

費
用

燃
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

新
川
保
健
所
保
健
予
防
課
保
健

統
（
念
的
4

・1
2
2
4）

保健センター （fi83-3309）ヘ

tm・m2-m4土Ill~ 自U外来外惨（試行）で事 。
急患は夜間・休日を問わ宮 、24時間いつでも交付けしますo n83-1160 あさひ総合病院

E害担刑事問／午後 7時 ～午後 11時
宜宝54-0731

診綴 臼／回目初日ー祝日
所在地／ 縄県都市消防溜同情。新川地区休日夜間急患医療センター-
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っきたてを昧わいました

「有磯苑jでもちつき大会一

，，，， 

一一・－イ4「

/ 
Ill 

’l• f,'iYf 

iiを

大川イi咋（女）到来事11/22 

特
別
此
必
芭
人
ホ

l
ム
「引
峨山知」

で
卜
．． 

川
卜
八
日
、
何
午
判
例
の
も

ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
所
小
の
お
作
市
り
は
、
き
ね
と

う
す
を
使
っ
た
山
な
が
ら
の
も
ち
つ

き
に
大
内
び
。
『
ヨ
イ
シ

ョ
、
ヨ
イ

シ
ヨ
」
と
成
勢
の
以
い
掛
け
戸
を
か

け
た
後、

い
泌
、
っ
き
た
て
を
味
わ

い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
け
は
、

仙
東
部川
凶
行

所
の
附
児
が
も
ち
つ
き
の
泌
M
M
に
必

れ
、
秋
泊
「
刷
り
も
拙
似
し
ま
し
た

株式会社サンパルス創立総会 二

田［

L
円

Ill 

MJll新

111 

倒l

Y' 

A 

:r7. 

lllfi 
r-

':f}: ,7 ,i~ ，f~－ （児） 八手代

111 Jr-魁人（男） "'' •.1. 
忍

合’ Jfft lリl
Jt’n州太（見） ~ 刊 に

’が（交）組問 f

／刈Jl少来（女）罰

制J(;

12/2 

12/4 

12/9 

12/4 

12/8 

ださ いお気軽にご相談く
-f打てママ応援テレホンスター トー

安
心
し
て

子
打
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
行
引い
」

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

関
す
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
叫

え
る
た
め
、

1
．、l
、》’
：
I
7

a
1
．
ノ

l
l
A
H
‘卜
，
f

，dl
f

、

マ
マ
一
ル
M
M
テ
レ
ホ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

核
家
族
化
が
進
み
、

子
行
て
に
附

す
る
相
談
相
F
が
分
近
に
い
な
い
こ

と
か
ら
品
目
。
，r防
接
刊
の
受
けいん

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
つ

や
離
乳
食
、

い
て
保
健
制
や
栄
達
仁
、
有
地
婦
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

小山
げ州
事問
り
は
八
．一－｜

一
九
一．

0
。

州
議
け
は
川
附
川
か
ら
合
附
け
ま
で

で
、
川
川
は
午
前
八
川
：
・卜
分
か
ら

午
後
．h
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

↓
人
で
悩
ま
ず
、

お
託
料
に
ご
州

説
く
だ
さ
い

町民の期待に応える施設を目指して
一第三セクター Iサンパルスjの創立総会一

ill JI 
WJ 
｛ι m出

川
－R

R
E
 

）
 

山
山’m門イr

H
 

’t

’
 

I
 

島
9
E．

iu
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一一
枚
柿
に
姐
ぷ
中
の
「山
脱
ふ
れ

あ
い
胞
ぷ
（
愛
祢
ら
く
ち
1
の
ご
を

竹
町
・…
辿
九
日
す
る
第
：e

セ
ク
タ
ー
の

名
前
が
「
株
式
会
社
サ
ン
パ
ル
ス
」
に

決
ま
り
十
ニ
月
一一
卜
．4
u、
な
な
い
ろ

K
A
N
で
創
立
総
会
を
聞
き
ま
し
た
。

M
施
設
は
、
新
川
広
域
樹
事
務
組

A
H
の
治
制
セ
ン
タ
ー
隣
に
、
ご
み
焼

却
余
熱
を
利
川
し
た
湖
水
プ
l
ル
や

耐
泊
施
ぷ
な
ど
を
品
け
る
も
の
で
、

平
成
ト
・
．
年
内
ハ
オ
ー
プ
ン
を

H
指

し
、
油
川
以
を
進
め
て
い
ま
す
。

サ
ン
パ
ル
ス
の
資
本
金
は
パ
千
万

円
で
町
が
．h
二
円
の・

一千
六
一
山
．ん
川

を
山
白
。．
川
外
の
六
法
人
と
町
内
の

よ
似
融
機
問
、
公
日押
し
た
例
人
山
白

行
六
人
が
株
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
魚
山
町
長
を
は
じ
め

綜
主
が
出
席
。
定
歌
を
ポ
認
し
、
役

員
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

3人目誕生おめでとうございます

田fI料保

民川 汁。IJ

総決lllf

背打11rli 

，＇（水蝕惜（男）玉ゅ2
-'.!.:. 

五戸勿匂ピ

お し あわせに ~￥
将
棋

克

．位

怖

、・4

れん
V

瀬

イ三

12/9 

人以

豊
漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
願

ー
朝
日
町
大
漁
安
全
祈
願
祭
｜

漁
業
を
取
り
を
く
印
地
が
蛸
し
く

な
る
小
、
山
附
の
脱
－M
神
社
で

．
川

｜川
｜｜ 

制
川
町
大
漁
安
全
祈
願
舛小

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
に
は
、

魚
津
町
民
を
は
じ

め
行
漁
協
や
漁
業
関
係
行
な
ど
約
問

を ｜－

さ人
さ カt

｛ず 1¥¥

州
市
ド
に
い恥き－
K
ぐ
し

今
年
．
作
の
位
前
…
と
航

小
糊
の
交
AK
を
祈
り
ま
し
た

こ
の
後
、

水
時
漁
業
の
発
印
刷
に
功

仙
の
あ
っ
た
．K
人
の
万
に
ぷ
彩
が
行

わ
れ
ム
ま
し
た

な
野
菜
や
千
作
り
の
山・
所
川
仁
川
、

し
め
飾
り
、
切
り
化
、

出
け
物
な
ど

ee
の
市
大
盛
況

ー
な
な
い
ろ
K
A
N
で
冬
の
市
開
値
｜

ぉ
．此
川
会
』
山
川
に
し
た
l
・
．川
．． 

卜

川
、
な
な
い
ろ
K
A
N
で
冬
の
市
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

咋
作
に
続
き
り
わ
れ
た
わそ
の
市
に

は
、
な
な
い
ろ
K
A
N
側
山
制九
日
の

l
六
川
体
と
六
例
人
が
川
店

新

鮮

と
あ
っ
て、

お
正
川
川
日間
が
梢
安
で
販
売
さ
れ
る

開
店
と
同
時
に
大
勢
の

k
e川
十
リ

l
、

I
ノ

4
H
o山
J
a
q

ボ
め
て
い
ま
し
た
。

お
日
中l
て
の
け川
を
口
い

」月 •:VJ
町 11 . 
で lllJ新 司＝
構、 j11 I I.I 
成 黒 地 ー
す 叩
る 市 域 竺
新 、 広 岡T
川人 i或 脚』
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E妥宇 保 ノ、

険 JI 
対 墨書

が な 策 面支
ー「 r& +n IP『

一 保 吾 唱喜
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＠
ー
あ
さ
ひ
の
美
術
！
日
ほれ
れM
M
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• 1999.2 . 1 富山県下新川郡朝日町
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ヲ：0¥.l• 
r ’G 

令
今
，時管・伊、、，

ダ
メ

、．，
J

t

l1 
j'; 

69.5×171 2センチ

(1947年～）

議J
大平匡昭作

臨山「背

背
山
臨
濡

ふ
る
さ
と
城
山
よ
り

富
山
湾
を
望
み

日
明
山
の
田
上
に
登
る
と
、

nの
前

に
大
き
く
広
が
る
U
本
海
が
飛
び
込

ん
で
く
る
。
平
地
で
見
る
の
と
は
大

迫
い
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
白
川
い
海
が

れ
分
の
円
線
に
ま
で
伸
び
上
が
っ
て

い
る
こ
と
に
川
倒
さ
れ
る
。
そ
の
脳

泌
に
ほ
と
ば
し
る
感
動
を

一
気
に
、

舟
山
臨
時
と
刈
強
く
怪
快
に
、
雄
大

な
れ
然
を
一
公
訴
な
タ
ッ
チ
で
』
き
上

げ
て
い
る
。
虫
色
・
も
ま
た
、
そ
の
様

子
を
ぷ
則
す
る
よ
う
に
淡
く
、
ニ
ジ

ミ
の
調

f
が
や
い
到
し
く
、
潤
む
よ
う
な

＃
の
海
、
町
一
い
海
聞
に
水
ぷ
%
が
い
以

ち
上
る
冬
の
海
の
日
本
海
の
壮
大
な

イ
メ
ー
ジ
を

．
附
深
め
感
動
深
い
作

と
な
っ
て
い
る
。
作
家
の
ふ
る
さ
と

の
れ
然
を
テ
l
マ
と
し
た
作
品
は
、

手
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
か
つ
新
鮮
な
感

動
が
伝
わ
る
。

b
H

凶
迫
家
大
中
国
附
は
、

U
M間
特

選

・
糾
川
代
川
辺
脱
会
ハ
H
U
－
側
主
民

文
部
ト
〈
凶
奨
励
け
は
な
ど
受
口
し
、
現

介位、

U
脱
会
友

・
師
日
』
道
民
官
川
島
川

会

μ
・
側
広
川
道
会
商
代
は

・
近
代

詩
文
舟
作
家
協
会
理
事
な
ど
を
務
め
、

副
代
日
本
代
日
制
、
と
り
わ
け
近
代
詩

文
書
界
の
荷
予
の
ホ
l
プ
と
し
て
前

躍
し
て
い
る
。

新
川
広
縁
園
行
政
情
綴
提
供
シ
ス
テ
必
ズ
タ
l
uh

明
円
町
を
含
む
新
川
二
市
二
町
の

情
報
化
を
凶
り
、
住
民
生
活
の
利
便

性
の
向
上
な
ど
を
け
的
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
行
政
的
報
提
供
シ
ス
テ
ム
が
ニ

－・・

＠
広

（

報
室
札

d
 

v今
年
も
成
人
式
の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
行
い
つ
も

り
で
い
た
の
で
す
が
、
新
成
人
の
持

さ
ん
と
は
、
ひ
と
州
り
も
年
齢
が
逃

う
こ
と
に
試
付
き
ま
し
た
。
川
り
か

ら
見
れ
ば
、
私
も
立
派
な
（
つ
・
）
お
じ

さ
ん
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
V
年
を
取
る
は
当
然
の
こ
と

と
し
て
、
問
題
は
そ
の
考
え
方
。
作

齢
と
と
も
に
顕
の
巾
身
も
硬
く
な
り

が
ち
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も
柔
軟
な

月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

町
で
は
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
式
の

公
開
端
末
を
役
場
、
あ
さ
ひ
総
合
一
削

院
、
サ
ン
リ
l
ナ
に
設
也
し
、
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ
な
ど
様
々
な
的
報
が
引
き

出
せ
ま
す
。
ま
た
、
司
ぷ
と

F
A
X
に
よ
る
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
も
開
始
さ
れ
ま
す
。

傑
作
方
法
や
聞
く
こ
と
の
で

き
る
行
政
的
搬
を

ご
刊んじ次に

し
た
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ト
を
今

ハ
の
広
報
と

一
一
緒
に
各
家
嵯

へ
配
ト
仰
し
ま
し
た
。
お
気
軒

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一政
で
い
た
い
も
の
で
す
V
と
こ
ろ

で
、
回
以
の
祝
日
と
し
て

一
ハ
ト
k

nが
「
成
人
の
日
」
と
定
め
ら
れ
た

の
は
附
和
一
．十：
一年
の
こ
と
で
し
た

が
、
米
作
は

一
一川
l
Hが
「
成
人
の

日
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ハ
ッ

ピ
ー
マ
ン
デ
｜
と
呼
ば
れ
、
米
年
か

ら
「
成
人
の
円
」
と
「
体
行
の
円
」

を
各
丹
の
第
一
月
m
m
H
に
移
し
、
辿

休
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
士
山
附
円

が
休
め
る
人
は
、
年
に
二
凶、

一：
辿

休
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
V
辿

休
が
地
え
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で

す
が
、
毎
月
締
切
り
に
追
わ
れ
る
私

に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
関
係
の
な
い

こ
と
（
？
）
に
な
り
そ
う
で
す
。

＠

・調Hll.1.1現在（ ｝は前月比世帯数5,125 (-4) 計16,788(-5) 女8,878(-3) 〔町の人口〕男7,910(-2) 


